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原稿を公募します 

 
 本誌の原稿を公募します。800字～1000字程度で、

環境をテーマにしたものを希望します。薄謝ですが、原

稿料を支払います。締め切りは、今月末です。編集部あ

て、どんどんお寄せ下さい。 

 

今月のクイズ 
 解答を下記の編集部までお寄せ下さい。応募の方法

は、ファックス、電子メール、ハガキ、営業マンに渡し

ていただいても結構です。正解者の中から抽選で1名様に

賞品を差し上げます。今回の賞品は、松江名産《津田か

ぶ漬け》です。締切は今月末です。 ふるってご応募くだ

さい。 
 

Ｑ 来年の干支を漢字で答えてください。 

 

 先月号の答えは北京でした。抽選の結 

果、境港市Ｔ社さまが当選です。おめでとうございま

す。 

編集後記 
 今日、化石燃料の使用を減らし、二酸化炭素の排出

を抑えることが全世界の最重要課題です。米国ではト

ウモロコシ、ブラジルではサトウキビを原料に、バイ

オ燃料生産が始まっています。それによって、全世界

の食料価格を押し上げ、森林破壊を助長する恐れが出

てきています。 

 日本でバイオ燃料を生産する場合、国内で作れ、食

糧と競合しない作物ということで、稲をバイオ燃料の

原料にする研究が始まっているそうです。コメはほぼ

100%自給で、食糧との競合がありません。休耕田な

ど使われていない水田がたくさんあります。水田が無

くなって、里山が荒れたといわれます。稲作を復活さ

せることによって、地域の環境を守ることができるの

です。ただ、主食のコメを燃料にすることに対して、

少々抵抗感があるのは、私だけでしょうか。    
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蔵書新着情報 
 

 10月に購入した本を紹介します。 

誰でも貸出可能です。貸出及び返却は井上社員を通

してお願いします。 
【書籍】 

・蔵人（クロード） 四      尾瀬あきら      小学館 

・花雲水             芝田清次        講談社 

                （日本経営合理化協会様より寄贈） 

・大切にしたい 働くこころ    永田良一     同文館出版 

・ファクター4 豊かさを2倍に、資源消費を半分に 

                                      省エネルギーセンター 

・カソウケンへようこそ      内田麻理香      講談社 

・人生の王道      稲盛和夫    日経ＢＰ社 

・組織を伸ばす人、潰す人   柴田励司   ＰＨＰ研究所 

 

【雑誌】 

・日経トレンディ       2007.10         日経ホーム出版 

・いきいき           2007.10                 ユーリーグ(株) 

・ナショナルグラフィック10月号  

                                          日経ナショナルグラフィック社 

 書籍の購入希望がありましたら、井上社員まで。

検討の上、購入致します。ジャンルは問いません。 

自分を高める今月の一冊  
 

  不都合な真実 
   地球温暖化の危機 

 

  アル�ゴア著(アメリカ元副大統領） 

 
 まずこの事実を知ろう。地球の明日のために、「でき

ることから始めよう！」 

 

 地球温暖化、異常気象などが、新聞に載らない日はな

く、人類、地球の危機が言われて久しいが、個人のレベ

ルで言えば、私を含めて危機感を持って何か実行して

いる人は、そんなに多くはないと思います。 

 この本を読んで、何かほっとするものがあり、これな

ら実行できそうだ。ここから自分も始められると思い

ました。 

 
 『地球温暖化ほどの大きな問題を考えると、圧倒されそ

うな気がして、無力感を感じてしまうかもしれない。「自

分ひとりぐらいやったって、何にもならないのではない

か」と思ってしまうかもしれない。しかしそのような気持ち

に負けてはいけない。私たちひとりひとりが責任を負わ

ないかぎり、この危機は解決できない。それには自分に

できることから始めよう。』（193ページに掲載） 

 

 今私が始めていること二つ。 

①ペットボトルのお茶、缶コーヒーの容器は、飲んでし 

 まえば、無用のもの。リサイクルに回せば、もう一度 

 エネルギーがかかり、温暖化の元凶。特製葉緑素入り 

 のマイボトルを持ち歩いています。 

②スーパー、コンビニでレジ袋を断っています。 

 あなたもできることから始めませんか・・・ 
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